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Ⅰ 調査の概要 

 １ 調査の目的 

   義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、市内における児童生徒の

学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る

とともに、その取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

また、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

２ 調査の対象 

  原則として、小学校第６学年と中学校第３学年の全児童生徒を対象とする。 

３ 調査の内容  

 (1) 教科に関する調査（国語、算数・数学、理科） 

  ○主として「知識」に関する問題（A） 

  ○主として「活用」に関する問題（B） 

   ＊理科は（A）と（B）を一体的に出題 

 (2) 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査（児童生徒に対する調査） 

  ○学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等 

４ 調査の実施日 

  平成３０年４月１７日（火） 

５ 調査をした学校数・児童生徒数 

岩見沢市（公立） 

   学校総数（校） 参加学校数（校）  児童生徒数（人） 

小 学  校      １５      １４      ６０４ 

中 学 校      １０      １０      ６２３ 

合   計      ２５      ２４      １,２２７ 

〔参考〕北海道（公立） 

   学校総数（校） 参加学校数（校）  児童生徒数（人） 

小 学  校     １,０１６     １,０１２    ３９,６１７ 

中 学 校       ５９０      ５８９    ３９,６８３ 

合   計     １,６０６     １,６０１    ７９,３００ 

 〔参考〕全国（公立） 

   学校総数（校） 参加学校数（校）  児童生徒数（人） 

小 学  校     １９,４３３    １９,３８６ １,０３０,０３１ 

中 学 校     ９,６３０     ９,５９７   ９６７,１９６ 

合   計    ２９,０６３    ２８,９８３ １,９９７,２２７ 

【調査結果の解釈等に関する留意事項】 

・本調査の結果については、児童生徒が身に付けるべき学力の特定の一部分である

ことや、学校における教育活動の一側面に過ぎないことに留意する必要がある。 

・岩見沢市の各教科の平均正答率については、国から提供された整数値で示してい

る。

- 1 -



Ⅱ 教科調査結果の概要 

１ 岩見沢市・北海道・全国の平均正答率 

 

 

 
 
 

《小学校》                            （％） 

年度 岩・道・国 国語 A 国語 B 算数 A 算数 B 理 科 

 

３０ 

岩見沢市 ７３ ５５ ６６ ５２ ６０ 

北海道（公立）  ７０ ５３ ６２ ４９ ５９ 

全 国（公立） ７０.７ ５４.７ ６３.５ ５１.５ ６０.３ 
 

《中学校》                            （％） 

年度 岩・道・国 国語 A 国語 B 数学 A 数学 B 理 科 

 

３０ 

岩見沢市 ７７ ６３ ６６ ４７ ６８ 

北海道（公立）  ７７ ６１ ６５ ４６ ６７ 

全 国（公立） ７６.１ ６１.２ ６６.１ ４６.９ ６６.１ 

         ＊文部科学省の公表に則り、全国以外は整数値で表示。 

 

２ 全国の平均正答率を１００とした場合の岩見沢市・北海道の数値 
 

《小学校》                            （％） 

年度 岩・道・国 国語 A 国語 B 算数 A 算数 B 理 科 

 

３０ 

岩見沢市 １０３ １０１ １０３ １０２ １００ 

北海道（公立）  ９９ ９７ ９８ ９５ ９８ 

全 国（公立） １００ １００ １００ １００ １００ 
 

《中学校》                            （％） 

年度 岩・道・国 国語 A 国語 B 数学 A 数学 B 理 科 

 

３０ 

岩見沢市  １０１ １０３ １００ １００ １０３ 

北海道（公立）   １０１ １００  ９８   ９８ １０１ 

全 国（公立） １００ １００ １００ １００ １００ 

 

《小学校》 

  平均正答率は、全ての科目で全国平均とほぼ同様かやや上回っている。 

《中学校》 

平均正答率は、全ての科目で全国平均とほぼ同様かやや上回っている。  
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３ 全国平均を１００とした場合の全道・岩見沢の平均正答率の推移

経年変化を小・中学校別で見ると、小学校は国語・算数・理科ともに上昇傾向で、

全道平均を上回る形で推移している。特に、算数 A は、この３年間では全国平均を

上回っている。中学校においては、国語・数学・理科ともに全国平均並みに推移して

いる。特に、数学 B は過去には全国平均を上下していたが、この３年間では全国平

均を上回る傾向で推移している。

H20 H21 H22 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30
北海道 92.5 94.4 95.9 96.8 96.3 98.5 97.3 97.4 98.9 99.0
岩見沢 95.4 95.9 96.6 94.6 94.9 101.1 99.4 99.0 100.7 103.3

85.0

100.0

115.0

小学校国語Ａ

H20 H21 H22 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30
北海道 92.0 90.9 94.4 96.2 93.9 95.3 96.3 96.9 98.6 96.9
岩見沢 93.3 88.7 93.8 91.9 93.3 95.3 98.2 96.7 98.6 105.0

85.0

100.0

115.0

小学校国語Ｂ

H20 H21 H22 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30
北海道 92.0 94.2 92.7 95.0 97.0 97.1 96.1 97.0 98.3 97.6
岩見沢 93.8 96.7 94.4 94.8 99.0 99.9 98.8 101.1 100.9 103.9

85.0

100.0

115.0

小学校算数Ａ
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H20 H21 H22 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30
北海道 92.4 94.0 91.5 94.7 92.5 94.8 94.4 94.3 95.0 95.1
岩見沢 92.6 94.5 95.3 91.5 92.1 95.7 98.2 97.7 99.1 101.0

85.0

100.0

115.0

小学校算数Ｂ

H20 H21 H22 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30
北海道 98.8 98.8 99.5 98.5 99.5 100.0 100.0 99.3 98.8 101.2
岩見沢 98.9 100.9 100.9 100.7 99.2 99.9 99.9 100.0 98.8 99.9

85.0

100.0

115.0

中学校国語Ａ

H20 H21 H22 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30
北海道 97.0 97.4 96.3 99.7 98.2 97.8 99.8 97.7 100.0 99.7
岩見沢 96.5 97.9 97.2 104.9 97.2 97.5 100.0 100.9 100.0 102.9

85.0

100.0

115.0

中学校国語Ｂ

H24 H27 H30
北海道 96.2 97.5 95.1
岩見沢 95.9 99.3 101.0

85.0

100.0

115.0

小学校理科
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H20 H21 H22 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30
北海道 95.6 97.4 97.1 97.9 97.8 97.9 97.8 99.4 98.5 98.3
岩見沢 99.7 102.7 99.5 100.8 101.3 101.3 96.6 105.3 103.6 99.8

85.0

100.0

115.0

中学校数学Ａ

H20 H21 H22 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30
北海道 93.3 97.4 95.2 99.0 94.2 99.3 95.4 98.2 96.9 98.1
岩見沢 94.1 102.5 97.2 103.7 97.6 103.3 94.5 103.6 102.5 100.2

85.0

100.0

115.0

中学校数学Ｂ

H24 H27 H30
北海道 99.0 103.0 101.4
岩見沢 103.7 100.6 102.9

85.0

100.0

115.0

中学校理科
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４ 学習指導要領の領域等における平均正答率の状況

《小学校》

○国語 A・算数 A・算数 B は、４領域において全国と同様か、全国を上回っている。

○国語 B は、「読むこと」は全国に比べて３ .２ポイント上回り、「話すこと・聞くこ

と」は全国と比べて１ .７ポイント下回っている。

○理科は、A 区分の「物質」、「エネルギー」、B 区分の「生命」は全国と同様で、B

区分の「地球」については全国に比べて１ .９ポイント下回っている。

《中学校》

○国語 A・数学 B は、４領域において全国と同様か全国を上回っている。

○国語 B は、「話すこと・聞くこと」は全国に比べて４ .９ポイント上回り、他領域に

ついては全国に比べて下回っている。

○数学 A は、「関数」については全国を上回り、他領域は全国を下回っている。

○理科は、第１分野、第２分野ともに全国を上回っている。

＊全国平均正答率を１００としたときの北海道・岩見沢市の平均正答率の割合

小学校国語Ａ 小学校国語Ｂ

小学校算数Ａ 小学校算数Ｂ

話すこと・聞

くこと

書くこと

読むこと

伝統的な言語

文化と国語の

特質に関する

事項

岩見沢

北海道

全国

話すこと・聞

くこと

書くこと

伝統的な言語

文化と国語の

特質に関する

事項

読むこと

岩見沢

北海道

全国

数と計算

量と測定

図形

数量関係

岩見沢

北海道

全国 数と計算

量と測定

図形

数量関係

岩見沢

北海道

全国
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小学校理科 中学校国語Ａ

中学校国語Ｂ 中学校数学Ａ

中学校数学Ｂ 中学校理科

物質

エネルギー

生命

地球

岩見沢

北海道

全国

話すこと・聞

くこと

書くこと

読むこと

伝統的な言語

文化と国語の

特質に関する

事項

岩見沢

北海道

全国

話すこと・聞

くこと

書くこと

読むこと

伝統的な言語

文化と国語の

特質に関する

事項

岩見沢

北海道

全国 数と式

図形

関数

資料の活用

岩見沢

北海道

全国

数と式

図形

関数

資料の活用

岩見沢

北海道

全国 物理的領域

化学的領域

生物的領域

地学的領域

岩見沢

北海道

全国
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Ⅲ 質問紙調査結果の概要 

  《児童生徒質問紙》＊グラフの上段は「小学校」、下段は「中学校」を表す。 

 

１ 朝食を毎日食べていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学校の授業時間以外に、普段（月～金）１日当たりどれぐらいの時間、勉強しますか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肯定的な回答は全国と比べて、小学校は０.８ポイント下回り、中学校は０.９ポイン

ト上回っている。 

 1 時間以上勉強しているとの回答は全国と比べて、小学校は１４.５ポイント、中学

校は１１.８ポイント下回っている。 
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３ 放課後に何をして過ごすことが多いですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 週末に何をして過ごすことが多いですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全国の回答と比べて、小学校は「学習塾」「習い事」が低く、「スポーツ」「テレビ・

DVD」が高い。中学校は「学習塾や家以外の勉強」が低く、「TV・ビデオ・ゲーム」

が高い。 

 全国の回答と比べて、小学校は「友達と遊ぶ」が低く、「スポーツ」「テレビ・DVD」

が高い。中学校は「部活動」が低く、「家で勉強や読書」「TV・ビデオ・ゲーム」「家

族で過ごす」が高い。 
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５ 学校の授業時間以外に、普段（月～金）、１日当たりどれぐらいの時間、読書しますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 自分で計画を立てて勉強をしていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 分以上読書しているとの回答は全国と比べて、小学校は４.６ポイント下回り、

中学校は１.６ポイント上回っている。 

肯定的な回答は全国と比べて、小学校は１.３ポイント上回り、中学校は１.２ポイン

ト下回っている。 
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７ 自分には、よいところがあると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肯定的な回答は全国と比べて、小学校は２.１ポイント下回り、中学校は１.６ポイン

ト上回っている。 

肯定的な回答は全国と比べて、小学校は３.２ポイント下回り、中学校は０.５ポイン

ト上回っている。 
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９ 将来の夢や目標を持っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肯定的な回答は全国と比べて、小学校は１.７ポイント、中学校は２.９ポイント下回

っている。 

肯定的な回答は全国と比べて、小学校は５.９ポイント下回り、中学校は０.１ポイン

ト上回っている。 
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Ⅳ 調査結果よる指導改善のポイント 

 

１ 徹底した｢日常授業の改善｣の取組 

各学校において「日常授業の改善」を組織的な学校改善の中核として位置付け、徹底

して取り組んでいくことが重要である。 

①「教えて考えさせる」授業の学校全体での展開 

 ・教えることは教え、思考とアウトプットの活動（書く、説明する、話し合う）が

明確な授業 

 ・「課題(ねらい)」とそれに正対した「まとめ」が明確な授業 

 ・「振り返り」を書くことによる自らの思考過程を客観視できる授業 

②「ピア･サポート」による「傾聴･受容･共感」の学校風土の醸成（児童生徒はもとよ

り教師の教育観、指導観の転換） 

③日常授業の中で「ピア･サポート」を実践することへの意識転換 

④学習規律、教室環境などの統一（ユニバーサルデザイン） 

 

２ 学力向上の取組の一層の推進 

各学校において、検証改善サイクルによる学力向上の組織的な取組に継続して取り組

んでいくことが重要である。 

①教育課程の工夫・改善 

②学力の数値目標の設定と評価 

③練習問題（ドリル）の徹底による習熟の深化 

④朝・放課後学習や長期休業中の学習等による補充・深化・発展的な学習機会の提供 

⑤宿題・家庭学習の充実による学習習慣の定着 

 

３ 小中連携による学力向上の取組の確実な実行 

小・中学校の教職員が、義務教育９年間を見通して子どもたちに学力を身に付けさせ

るために連携強化を図ることが重要である。 

①標準学力検査、全国学力・学習状況調査の結果の交流 

②小学校卒業時と中学校入学後の成績の比較検討 

③小・中学校で統一した学力向上の取組の実施 

 

４ 子どもの自尊感情・自己有用感・達成感・規範意識等を育てる取組の推進 

学校生活において自己有用感や規範意識を高める取組を推進し、子どもたちの「学び

に向かう力」を高めることが重要である。 

①規範意識が高い児童生徒ほど自尊感情が高いという研究結果を踏まえた、教職員の

共通理解に基づく学校のきまりを守る指導の継続 
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②授業や行事等の教育活動で、児童生徒に自信をもたせたり、達成感を味わわせたり、

自分のよさに気付かせたりする活動の意図的な推進 

③子どもが自己を見つめ、生き方についての考えを深める「特別の教科道徳」の授業

づくりの深化・充実 

④生徒指導の機能を生かした「わかる」授業づくりの継続 

⑤「hyper-QU よりよい学校生活と友達づくりのためのアンケート」を活用した実態

把握、ピア・サポートによる支持的風土の醸成 

 

５ 子どもたちの基本的な生活習慣の定着 

学校、家庭、地域が一体となり、子どもたちの基本的な生活習慣を定着させることは、

「学力向上」において欠かすことができないことから、引き続き「家庭での５つの約束」

の徹底を図る。 

〈家庭での５つの約束〉 

ア 早寝、早起き、朝ごはんの習慣を身につけよう 

イ 次の日の学習準備をしよう 

ウ 家庭学習を毎日しよう 

  ・帰宅後の学習習慣を身に付ける ・宿題、予習、復習をする 

エ 読書に親しもう 

オ 家族との会話を大切にしよう 

 

６ 「家庭力」「地域力」の更なる向上 

平日における学習時間が短い子ども、夜遅くまで起きている子ども、ゲームをする時

間やスマートフォンの使用時間が長い子どもの増加、家族と話す時間の減少等、生活習

慣に関する課題への対策が必要である。 

①家庭における、子どもが社会性や自律性を身に付け、自らの生活リズムを整えよう

とする態度の育成 

②地域子ども会、地域行事、関係機関、PTA 等との連携・協働により、子どもたち

の地域や社会への関心を高める地域ぐるみの子育て推進体制の構築と推進ととも

に、その取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。また、

学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 
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